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2　NPOが中核の研究開発組織で

　　大学の研究開発を展開
先端科学技術研究センター

須賀唯知教授
－ 一 一 一 一一 一 -

オープン型の特許共有モデルで
実用化開発を加速
先端科学技術研究センター

近藤勝義,続働教授
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東大先端研など、1□j2811から知的財産の人材育成シンポジウムを連続開催

承JTI.()のCASTI、20{j2年度も3賦座続して黒字収支の見通し

｢機能性核酸の構築｣ミニシンポジウム、12月祠|に東大先端研で開催

文部科学者、12出2日に国(大学と企業のJ哺･特許の!|圓件数調査を菊戴

慶火先端研、12月1旧にKE【O TECHN()-MALL渕12(慶応科学技術展)開催

束｢ﾐ大、12Jn9日にベンチャー･ビジネス･ラボラトリー祭りを開催

大学は高付加価値な研究成果を企業に提供
先端チクノロジービジネスセンター【ACTeB】

廣瀬弥生ディレクヂ,iングマネジャー

技術移転を支える経理・総務･人事･広報担当
先端科学技術インキュベーションセンター｛CASTI｝

岩倉綾f広拾相当

先端経済研､2003年けJ3011にシンポジウム｢技術ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ｣を開催
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【E】11月22日に東京大学と独フラウンホー　　-=万扁i勿四=一一一遍ｮ'･匹===
　　　　　　　　　　　　　　　　仁√ここ‥

ファー研究機構が共同主催したワークショ

ップ『Llfe-Cycle-Engirl･erin9』で講演さ

れた「実装エコデザイン推進プロジェクト」

について教えてください。

□循環経済社会の実現を日指し、省工參

ルギー・省資源’暁製品を設計製造するエコ

ヂザイン技術を研究開発し普及させます

既県の産業が今後も持続的に発展する凭通

の!;壌づくりに貢献したいと考えています、

【Ξ】このプロジェクトの中核に置いた

「NPOエコデザイン推進機構」の役割は。

ロブロジェクトには、「僻内では東大左端

研や独疏行政法人の物質・材料研究機構、

外国ではフラウンホーフ７一研究機構や「II

国の研究機関などが参加します堰111-東大

という日本の|刈立大学の教1iとして、i刈際

的な共同研究li発を進めるにはいろいろな

制限・制約があると聞いています、このiiS」

題を解決するために、ＮＰＯ（非営稗組織）

である特定非営利活動法人J.コヂザイン推

進機構（代表理事＝小渋弘氏、眼京都文京

|心を設立しました）支術開発を担ヽ11する

点で、これまでの環境NPOとは異なりま

す。

圀中国の研究一関と組む理由は。

□III国は「IL!県のiﾐ場」の役割を恥たし

始め、今後は電気・tf製品の製造拠点と

しての役割をますます担、ていきます｡

　日本は省エネ・省資源啄1製品のJ.コヂザ

イン技術では１行しています。Ｈ本のエコ

デザインでの先進性を、「世界の工場」の中

国に技術移転することが、世Ｗ的な循環経

済社会づくりに不可欠だからです。

｜

｜

　　粛京大掌先個個

　　微小輩遠科字９野

　実装工学寄付碩究一門

　　　　　一一一一
一一一一
　個個･豺莉硝賞機構

・コマテリアル研突センター

　　累累大学先篇研

　オープン･ブロジxクi･･

　アジアエコデザイン靴廸

２先端研W�cl。，2002.12.20
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【Ξ】エコデザインでの日本の今後の役割は。

□ll参がヱコヂザイン技術のデフヅシト　｜

スタンダードを確なし･II国やアジアに技

術格kします　これによって、1‘1エネ・??

資源咽製品の配陸.Lﾆl’i献することを目指し

ています　この結果、日本の製造ｌは11囃］

やアジアで優位性を保ち、かつ雌敬M1る

地位を確座できます。

図中国との共四みは

□II嘔|政府や大学などと「国際実装エコ

デザインi:究センター」という機構を2003

年までに無錫jljに汲浹する､tl‘Sliをヽyててい

ますリ|咳L性、ハイテク性、学術性、国際

性を持つエコデザインの研究拠点に育てる

計画です。この研究センターを中心にilllil

の精華大学や中国科学技術大学との共同研

究する仕翁みをつ（l）ます‥

圀フラウンホーファーとはどんなことを。

ロベルリンにあるIZM研究所と共T司研究

のためのジョイントラボを販京に設置しま

す、共lill研究契約を結び、マイクロシステ

ムのパッケージングやエコデザインに基づ

く実装技術の研究開発を行いまｔ、

圀実装エコデザイン推進プロジェクトは、

いろいろなコンソーシアムなどを含む、か

なり大型の研究開発プロジェクトですが。

□産学連携のコンソーシァムをいくつか

なちlりずます　既に実絹のあゐコンソーシ

アムも入っています」=il際的な産官学連携

も図ります、環境対応技術は、国際的な共

通の課題で、大原や企潭、ＮＰＯなどのさま　｜

ざまな絹織と国際的な連携を図り、誇及さ　：

せることが.ill・だからです、

　　　　　　　阿ﾝﾀﾋﾟｭｰl:日鞭BPｸIJｴｰﾃfﾌﾞ．

国丙‾‾’　　，-　-　ＮＰＯヱニiデザイン推進瀧槙　－一一…　　，「疆膀７
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先端実装研究蜀発コンゾージアム

・コデザインの推羞

環流団体･池方自治偉との連携

図1ヽi実装・コデザイこ,推進ブロジ・‘フトの縁組み
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【E】先端テクノロジービジネスセンター

（ACTeB）のTBI（テクノロジービジネスイ

ンキュペーション）ブログラムの一つに選

ばれた「ナノテクノロジーを利用した高性

能マグネシウム合金の実用化研究」につい

て教えてください。

□携帯電話やノーF･覗パソコンなどの外

側ケースである限体〔きょうたい1などに

多く使わ|ぼiめたマグネ合金を、より軽く

丈夫で耐磨耗性が高いように大幅に高性能

化する研究開発です　この高性能合金を実

､際に使ってもらうための実11Hﾋ詞発に力点

を置いています.

EIﾏｸﾞﾈ合金を高性能化できる秘密は。

ロポｆン|･は、通称「餅っき加しと呼

んでいる塑性加に技術です　J’度、餅つき

のように杵!きねjに相当するパンチでマ

グネ合金に対してliﾐ縮加工と押し出し加」.l

を繰り返します､｡加工装置としてはローテ

クノ|コジーに入ると思いますが、それだけ

に新規’jl業起こＬに意欲的な加エメーカー

ならば、対応できるとみています‥

　できi7がるマグネ合金はハイ’テクノロジ

ー素材です。アルミニウム合金などの性能

向ｈに幅広く使われている金属111化合物で

あるマグネ・ケイ素（MS.Si）化作物をナノ

スケールまで降細l化させて、マグネ合金を

強化しているからです｡耐磨耗性が弱いと

いわれている現在のマグネ合金に比べて、

耐磨耗性が飛躍的に高まるなどの成宋=を上

げています。

【E】実用化にｶ点を置くための仕組みは。

□大学で研究同発したM性能マグキ･合金

の成果を反映した特許をパッケージ化し、

同業種の加エメーカーに特許・技術を共有
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化する前提で複数杜に実施権などをライセンスすゐオ

ープン型特許共有モデルです〔図ｍ

　研究成果をまず、ＴＬＯ｛技術移転機関｝である完端

科学技術インキュベーションセンター厖ﾊSTI）を油

して特許出願して知的財産として確保しますぃ材1=ト

製法一応月1などに必要な一巡の特許引牛（現時点でン

をパ･yゲージ化し、高性能マグネ合金の素材であるビ

レットをつくる加）ミメーカー数社に同じものをラｆセ
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TLOI:技術移転機構,CASTI

非袖占ライセンス契約
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　　　　　　　　　　製品

Ｅ！･１ －ゾンー特許共有モテ･ル

ンスしています｡

　このビレットをパイプや綴に加「:する4111

L出し加|:メーカー数社にもこのパッケー

ジをライセンスＬます。

　111くライセンス契約すると安く、綬にな

るといくらか高くなるように実施料などの

設定を|!必しています。

圀実施権のライセンスを曼けた箆エメーカ

ーが技術面で改良した場合は。

□最初の契約時に、ライセンス先の加ﾉ|:

メーカーなどが応用特許を出願する場合は、

ほかのライセンス先企懲も使えるという特

許・技術の共有化の仕組みをと９ています。

　ただし、そのgllT:」一カーがその16用特

許を!r･lj4で出願した場合は、実施料は基本

的にその企ｔが受け取ります、市場ではお

互いに競合謹I手ですが、事髪化ではお昿い

に協力していく仕掛けが実用化を促進する

と考えた仕組みです。

圀実用化を促進するためには、

□現拓地方の地域振興・活性化を図る

'旭域クラスター'化画防として、地方の公約な研究摂

関や複数の企業と玖同研究を進めるつもりですい喘域

振興り甜卜化のための、新規乍業向けの技術シーズの

核を求めているからですべた企業は、大Ili場向けの新

現収業起こしにﾄ｢が入っています、ある程度の中・小

規頒の市場に血|ﾀﾞ1い可能性があると感じています､ｪこ

うした占場の活性化に大いに貢献したいです。

　　　　　　　　　　　　?ｲﾝﾀﾋｪｰ:日鮨BPクリ｡ｴｰﾃｨﾌj
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東大先端研など､11月28日から知的財産の人材育成シンポジウムを連続開催

　服以大学先端科学技術研究センタ

ーなどは、|!J=j2㈲1に「知財におけ

るグローバルコンビダンスの狸碍を

||指して　知価経済で必麦とされる

人材育成」シンポジウムを収京都港

区で||催したエ

　このシンポジウムを皮切りに、翌

||のlけj29FIは「知財におけるグロ

ーバルコンビダンスの獲得をF･|指し

て　知価経済で必要とされる人材育

成』摸廣授1「を行い、翌週の12月2

1:|は「職務発明についての考察　ド

イツの経験から学ぶ|シンポジウム

を巾:京都目凹がご防｣催した･

　束大の部局の中で碩学連携を積極

的に推進している完端緒は、研究所

内に｢知的財産権大部門｣を‘II･くから

設けるなど、産学連携を進める際に

恥lir欠な知的財産権の研究に取り組

んできた、我がlilを代表する淘|的財

廠の研究拠点．[|本で産学連携を拡

充するには、知的財産に強い人材育

成が急務とti]断し、先端研に｢知的

創造マネジメント削11戮育成ユニｙ

ト｣を設けるなどしている.今回の

･一連のシンポジウムなどもこの一厦.

　　　281]のシンポジウムは、團

内・国外の知的財産に関する第

　-大行の研究者・実務者を呼ん

だにその代表格は、米ジョー

ワシントン大学法科大学院

財産プログラム所14・教授

エーデルマン氏、

アメリカ合服国連邦控訴裁判所政11｣

官のランドール・レーダー氏、独マ

･7クス・ブリンク知的財産研究所

艮・教授のΞl－ゼフ・シュトラウス

氏なと≒同シンポジウムのセッショ

ン１は[知財における|･]参の競9i･力

を高めるために必・な教育についてl

で、モデレーターは先端研知的財産

権大部門教授の玉jl=吃哉氏･ぢ真･りが

務めたレIJF教授は2o{}3年に開催さ

れるⅢ[際知財学会2oo3東京会議]

の事務局長を務めるなど、|･|本側の

中心大物の1人で､今回の一一連のシン

ポジウムなどの匯話役でもある､.

　12則211の職務発明シンポジウム

は、企業の研究開発者などの発明名･

の権利をどう確保するかなどを、国

内外の弁護lrを中心に議論、T1本で

話題を集めている職務発明についで

示唆に富む解説と議論がI似ａ､た．

承認TLOのCASTI、2002年度も３期連続して黒字収支の見通し

　承認TI.0（技術移転機匿I第1りｰ

の一つである完端抄lj詞|術インキ.j.

ペーションセンター（CASTI、収京

然港μｼﾞ､は、2o02年（けf～12印の売

!1カり億Ilj程度で、収益1脱引き前

利益りが2000万円程度の増収増益の

1通しとなった（収益は非公|耶。

　これによって、同社は3明連続し

て黒字となる１通しであるドFIOの

私－である技術移1k'μ業は、売卜が

２億円以Ｌと好調で、これにコン叶

ルテ４ングなどの売|･;を加えると、３

億円を超すとの見.通しが強まってい

る．

　大学教□などの研究成果を特許な

どの知的財廊とし、その技術祁転を

|刺る技術移転'μ業の売れが2億円以

1･.と好調なのは、求ほTIｽﾞ)の申では

CASTIだけとみられている｡

　CAST]は、先端研教員有志がII･心

となって設々:した株式会社組織の

TIｽﾞ)で、1998年12列Iに経済産吏

省・支部経学省からTL()として、技

術移転參業などが承認され、承認

TIｽﾞ)の第1ひとなった､現在、27機

関ある承認TLOの成功例とみられて

いる、

｢機能性核酸の構築｣ミニシンポジウム、12月６日に東大先端研で開催

　文部利一学省の科学研究費補助金特

定領域絹」究プロジェクトの「新しい

材料システム構築のための分でf･-シン

クロナイゼーション」に参加|してい

る大学教ilは、12116「|にミニシン

ポジウム「分r･シンクロナイゼーシ

ョン手法による機能性核酸の構築」

を東京都l=|懲区の駒場キャンパスで

開催した、シンポジウム会場は先端

４　児湯眼W･!cher 302 12.20

研4り'館の大講堂で、約80人が参力|]

した｡同シンポジウムの泄話人は、

先端研生命大部門助教授の浅沼浩之

氏などが務めた。

　同シンポジウムでは、先端Ｍ数日

の講演としては、浅沼浩之氏の

IDNAの機能性剖･|指した色素コン

ジュゲートの作成｣、特託教授の宇尾

　一郎氏の｢週伝暗り･の拡張を目指し

た入|ﾐ塩基対の創製｣、国際・産?脇

|･･｣研究センター教授の油谷浩幸氏の

｢高感度ＤＮＡマイクロアレイシステ

ムによる遊1云子解析｣が、それぞれ

発表さ九だ｡今回はタンパク質・怯

療を研究している研究者が生物系や

合成系などと幅広く集まり、科学的

にも独創的な視点で議論が交される

などの成果をhげた｡



｜

｜

｜

｜

｜

１

文部科学省､i2月i2日に国立大学と企業の共有特許の出願件数調査を発表

　文部科学省研究振興1.J研究環境・

産業連携課は、12月12「|にず成l」

年度Q001年度jの国立大学とか業

との共有特許の出願件数が大幅に増

えたとの調査結果を発一表しだ

　2o01年度の］:IDI大と企業との共有

特許の出願件数は88件と、前年度に

比べて約40％増、共同研究の分野別

では、ナノテクノロジーt超徴姻技

術）・材料が29件と一番多《、ライ

プサイエンスと情報通信がそれぞれ

13件、製造技術が12件、環境7件、

エネルギー6件、社会基盤5件、フォ

ロンティア２件、その他1昨の内訳。

　参考資料として添付された『必業

との共同研究』の分野別の実施状況

をみると、侈成1J年度･（2001年喰:）

はライフサイエンスが口17件とトッ

プで全体の約21％を占める。材料開

発は754件と同約14％、脩報通信が

ｱ63fl=と同約］5％と、具有特許の出

羅件数と罠なる傾向を示し、特許出

載は数年間の分野傾向を示し、現在

は研究|厨発の対象分野がライフサイ

エンスに比重を移していることが明

らかになった。||本が弱いとされる

バイオテクノロジー・製薬などに研

究1剔発テーマの力点が移っている

　11泣大洋の発明状況も参考有料と

して添付されておりいここ2、3年は、

各大学に設置された発明委Ｕ会に恥;

け出きれ、同委Ｕ会が審議している

発明が急増していることが明らかに

なった、･ﾄﾞ成11年鳩川199年度）が

仝体で172う件、12年度｛2000年度｝

が同2391件、13年度が30妬件と大

幅な伸びを示｡している。

　国尨大と企業との共有特許の出順

件数は、|りり0年代は10数件と少なか

ったか､りり年以降は毎年増えており、

産学連携の機運の高まl}を反映して

いる、この件数は入学にJﾄIIけ出のあ

った玖有特許の出願件数であり、届

け出の無い具同研究や共有特許の出

瓢件数は現在でもかなり多いのが実

態である．出願件数が増えていると

いうよりは、UIけ出件数が増えてい

ることを反.映したとの見方が多い.

敵学連携が浸透し、きちんとした契

約に仙づく共同研｣完の成果の取り扱

いが増えているとみることができる､．

フロンヂーfアー-･－-…

2,3剛臍〕
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慶大先端研､12月11日にKEIO TECHNO-MALL2002 (慶応科学技術展)開催

　嘔応義塾大学の曝応義塾先端科学

技術研究センター{KLI.}は、12月11

日に第３回KE(O TECHNO-MALL

202 4慶応l:F74支術展)を東京都↑

民田区の東京国際フ才－ラムで開催

した。慶大先端研が推進している研

究開発プロジェクトの研究成果を紹

介し、慶大の産学巡携による社会貢

献を図るのが目的。今回は総合大学

の特徴を生かした理|で学部や医学部、

関連1機関の連携を強調する内容を前

　㎜　㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜　㎜　　　　㎜㎜　　　㎜㎜　㎜　　㎜㎜

㈲に111した慶大の研究成果と社会

二－ズをマッチングさせる機会をつ

く|)出し、共同研究や技術移転、事

業化などを加i連させる。前|叫に比べ

て展示するプロジェクト数を増やし、

今利は5りテーマを展示した。

　パネルデイスカ･yシilンは､ij会を

KEIO TEGINO-MALI.2り02実行委

日長・教授の小池康|県氏が、バネリ

ストは慶大総合医科学研究センダー

艮・教授の池田康夫氏、慶大先端生

命･科学研究所長・教授の富川勝氏、

老大TLO（技術移転機関）の知的資

産センター所長・教授の清水弥助氏、

慶大先端科学技術研究センター所

艮・教授の中島真人氏が務めた、

東工大､12月19日にベンチャー･ビジネス･ラボラトリー祭りを開催

　東京｡|:業大学VBL（ペンチャー・

ビジネス･･ラボラトリー円ま、12JI

19［|に「痕京|:業大学ベンチャー・

ビジネス・ラボ･ラトリー祭り2002J

を6k京都tl黒区の大岡［11キャンパス

でのベンチャー・ビジネス・ラボラ

トリー棟で冊催した。

　講演とパネル展示で構成､され、講

演は東工大大学院生命理TD7研究科

助教授のﾓ原久和氏が|ペプチドマ

イクロアレイを11jいたプロテインチ

ップの開発」、東工大応用七ラミｰフク

ス研究所教授の網野秀唯氏がiセラ

ミックスのナノ構造を活用して新機

能を発現させる」を解説した｡

　パネダレ展示は、平成14年吃り00Z

年度｝の推進研究成果を紹介するも

ので、各ブースでポスターセッショ

ン形式で行われた｡。今回は、片手研

究者・大学院生が技術説明を担ごｔ_

例えば、癩:に大総合理1r学研究科博

ｔ課程2年の野付研二氏がi透明酸

化物半導体を用いた透明デバイスの

作製Jを、寵ll大大学院理工学研究

科修士課程2年の脊木訥一一氏が「軟

討材料|乙へのダイヤモンド上炭老眼

コーテ･rング|をそれぞれ説明した
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;･)]･先端テクノロジービジネスセンターIACTeB東京都港区j

大学は高付加価値な研究成果を企業に提供

　東京大学先端科学技術研究センターのオフキャンパス拠点であるテクノロジービジ

ネスセンター（ACTeB）は、技術移転を促すT日|｛テクノロジービジネスインキュベ

ーション｝ﾌtlグラムを進めるなど､産学連携事業の企画･直営に取り組んでいる。「産」

と「学」を結ぶ仕事に東奔西走する廣瀬弥生ディレクティンクマネジャーに聞いた。

　浮学連携の企LIIlj・運営を担当する廣瀬デぐレクうり

ングマネジヤーは、ぽ京師港区六ぷ氷のオフィスにあ

る自分の席を温める暇があまりない

　企業が産学連携に何を求めているのかをjt外的につ

かむため、また大学教11はどんな研究|剔発成果を返せ

るのか見積る!.|的で教11の庸究|剔発内容をできるだけ

｢|ﾓ暗につかむために、文字通り家作|'Li胞していろいろ

な人に会っているからだ．仕事が歌なれば、昼食をと

る時||11がない程、時|川に追われる毎FIである､．

内容が充実した座学連携をコーディネート

　我が国では、大学と企業の共同研究などの唄学連携

!1眼脚;それほど珍しい話ではない　ところが、その中

身となると、しっかりした契約ベースの共･|･i」研究は驚

くほど少ない、「宋国の大学･には、|桁（けが多い研

究開発費を出すのに、ロ本の大学にはそれ程多くの研

究開発費を出さない）とよくいわれるｰ

　日本企業からすれば、米国の大学教員は共同研究計

画を一緒に練り|づず、その計画で約束した研究開発成

果の提供を守るように研究開発をマ呑ジメントする。

これに対して、日本の大学教山よ企業が依頼Ｌた研究

|則発を基本的に受け身で行い、場合によっては十分な

成果を出すことができない、これがＨ米の大学の研究

開発費の差になっている、

大学の研究開発能力の高さを示す

　廣瀕ディレクティングマネジヤーはにうした［ﾓ|私

的な産学連携の実情を変えたい］という。あまりｌの

多くない共同研究費を企業から提供され、そこそこの

研究成果を企業に提供するｰというこれまでの［|本

の大学の産学連携ではなく、企業が研究開発のコア部

分を大学に共同研究・委託研究として委託し、大学は

到l創的な研究開発成果として返す、「吟敬される産学

連携を定着させたい」と語る。

　企業の新規事業起こしのコアの部分を、大学は研究

６　先端研Wel亡lw　2002.12.Z

間発成果として提供し］舒八叫JI究間延能力のI･.Iにヽ

を示し、大字の価値を､認めさせたい|と意欲を燃やす

知のセンターとしての大学が、ij(の新産栗1割lに本

当に役･?Lつようにしたいという｡

　大学が新産業創出のコアを提供する点では、先濁朗

をI‘II心とした束大が、米lilのスタンフi一一ド大学や

M【T1マサチューセッッ1･!科人.I拘と国一際的に競合す

る人1学になるべきだとしている。

一
一
Ｉ

企業との組織対組織の大型連携を目指す

　多忙な毎||を送る『衡瀬デぞレクティングマネジャー

の行動は、あまり公表されていない、「急ぎの連絡は携

崇電話にかける」が浸透していると苦笑する、、||本を

代表する大手企業との大町!連携の打ち合わせに走肘II

9ているからだ、その相手企lや共同研究の中身は当

面は非公開であ＆

　例えば、新聞記事になった訟|ヽ･」収器産業との大型産

学巡携にりいては、協議IIIであることは認めるｴｴしか

し、まだ「契約書を交わす段階までは来ていない」と

だけ説明する、松下電:器は、組織対組織の共同運営方

式を考えているようだ。

　廣瀬ディレクティングマfヽジャーは、同様の人;型産

学連携をいくつかの企業に仕掛けている、その中身は、

企業側からの公表を伜つしかないだろう、しかし、１

業が新規rjlilの立ちllげや既存事業の抜本的な改革に

大学の知恵を本気で借りる、本物の産学連携が育ち始

めていることだけは間違いないようだ、それを、東大

先端所を中核として成功させたいとしている。

　現在は｡企業向けのプログラムの筑ち｡11げも迫り、多

忙さに輪をかける||々になっている。「既」と1学」を

結ぶコーディネーターの実力が日本の産学巡視を左右

すると信じ、その重裴･な局面を任されているとの自負

が廣瀬ディレクティングマネジャーを毎日、絶え問な

く走らせている原動力である、今後の先端テクノロジ

ーピジネスセンターの行動力が往日されている、（談）

■
　
■
■
－
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)))･先端科学技術インキュベーションセンターCASTI東京９千代田区l.
Tj

技術移転を支える経理･総務･人事･広報担当。
一 一 ・

　承認TLO（技鳶移転機関）の先端科学技術インキュベ一ションセンター（CASTI）

は、技術移転を担当するアソシエイトたちが仕和こ専念できるように社内業務を担う

社員が2人いる。その1人は、経理・総務・人事・広報などの社内業務全般を引き受

けている岩倉綾子さんである。笑顔が絶えない岩倉さんにCASTIの舞台裏を聞いた。

　技術移転･μ哭が好､闘なCAS･]･【は、今年ﾌ出こ技術移

転ll!｀li者を哨やすため、八材をｇ鮑した_　今IIIIは、１

１で研究開発・生産などの実務経験抒を応募資格とし

た_構造不況によるリストラぱやりのせいか、技術移

転ﾘ1業に関心のある人が増えたせいか、F想を超える

so入程度の応募者がlまった｡、

人事担当者として面接に立ち会う

　第1次面接に呼ばれた応募＆は、八’附1!当の7;む綾

ｆきんの笑顔に迎えられた、肯い女性による面接にや

や戸惑いを示す応募者もいたが、「総勢ll人の少数精

鋭｡のベンチヤー齢窓であるCASTIの実情を肌で感じて

もらう万が、お心ヽにいい|と、由i接時点でCASTIら

しさを示した　既存の企業の人lj印F!当者が並ぶ仙i接と

はいくらかW･なる雰囲気によって、ＴＬＯの現状を梢得

してもらい、体裁にこだわらず実力本位の仕りi場を提

供していることを訴えた。もっとも、CASTIの入lj印|

当の実務者-なのだから腎倉きんが大事採用の面接にi7､1

ち会うのは当然ではあるのだ力孔

　会うと笑顔が絶えない岩収さんの名刺には、Ｍ涛き

が「広報担当」とだけ肖;いてあなマスコミやシンク

タンクなどの取材に対して、笑顔でCASTIの11嬰を簡

潔だがしっかりと説明する、笑顔の奥に聡咀さを感じ

させる実力の持ち主だ。

　今回の人材経集でも、「応蓼=肴がきちんと説明できる

コミュニケーション能力を持っているかどうかをみた」

という。瓶原大学のいろいろなf勁｡い学部や研究科、研

究所など）の教員や､特許のライセンス先である企業の

方々と会って技術移転を進めるには、コミュニケーシ

Ｍン能力の優劣が結果に反映する、もちろん、一定水

準以上の帽7収術に対する素養は必要不可欠である、

東大の特許の仕事に目か止まり

　CAST】は199S年旺に設.をされた若い会社だけに、

岩倉さんも711然、転職艦である、以前は、大手素材メ

- 一 一
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一カーの人“j1部にいた｡1昨にが満はなかったが、恥訥

が伸びないことによる社内の収沁しいや気が漂い始め

た気配と、な性の転戦機会が減る午齢になる前にと判

断、転載を決意した｡

　?;･刹･きんは、技術移転やTL()にりいてはほとんと｢知

らなかった　求人雑誌に、｢東大の特許を扱う…｡とあ

｣るのがlに|llまった｡たまたま、姉妹の1入が特許乍

務所に勤めていたため、｢特許に関係した'1S凛は時代の

流れに含っていそうで面白そう｣と考え、CASrlに応

眼した。

　7冷さんは実はJil本貴史社長より！刎丿人糾:がい

い“先輩“、入社Ｌた当時は、まだ束京都[|黒区の駒場

キャンバスの先端科学技術研究センター内にオフィス

があった。

　数カ1i後に、｢東京駅の前の丸の内に引っ越すから哀

しく｣と伝えられたこの簡単な業務指示は、実は

｢引っ越し全体の面倒をみてね｣というメッセージだっ

た引っ越Ｌ業者の選定から始まり、細かな届け出な

ど多数の雑用を総務担~li者として引き受けざるを得な

かった｡｡少数精鋭だけにこうして、鍛えられた、

職場の雰囲気は明るく、仕事はハードに

　岩倉さんは、技術移転には|匈灸携わらないが’門前

の小僧”玖|:.に特許業務に詳しい．「毎月1:の資格を

扮つ本1111手フソシエイトによる特許・知的財産の勉

強会が咬に立ったjと語ふしかし、それ以ﾋに広報

担当者として、cAsT1の実務をl･|々みて理解しようと

する姿勢が、知識を体系φ!てているようだ．

　CASTIは、現在脚光を浴びているII｀LOであるため、

宍倉さんはきまぎまな体験ができることを素直に喜ん

でいる､.仕事の合間に冗談が飛び交う、む手中心の明

るい雰囲気の中で、若い伸び盛りの会社であるCASTI

に途r11入社して良かったと実感しているようだっ.大手

素材メーカーの歯41のｰ-つでは味わえない仕事を楽し

んでいる．　　　　　　　　　　　　　　（談）
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先喘経済研､2003年1月30日にシンポジウム｢技術マネジメント｣を開催

　東京大学先端経済|:学研究センターは、国際シンポ

ジウム｢1゛P?技術政策から技術マネジメントをめきＬ

て目‾Corls°1i＆tio" on1(h11°ﾖ゜rI Man(ymenl゛'ilil

Scicllcclx､k､･Rcserdljを、紅大)駒場キャンパスのｌ端

11･学技術研究センター4り僧で開催する｡

　産学連携体制や企業の技祷漬略、1ﾖ|的財産権などを

利一学技術政策などの多様な学術的視点から検討Ｌ、技

術マ字､ジメントに吋する提案を行う。米ハーバード大

学教授のLcwis M. Brlrls。m氏やスウェーデンのスト･ｱ

クホルム晰斉科大学院教授のjol･Siplrdsonなどの第一

人抒が講演する　完端経済研l幻U喘産業創出戦略教授

の尼削l雄氏をはじめとする教Ｕがそれぞれ講演する，

ltl後にパネルヂーfスカッションも開催され，議論を総

括する｡

　参む11費は無料づIIIい合わせ先は，先端剌消研111際シ

ンポジウムIμ務1.a吋l=!41・佐藤氏）で/iU話は03.

S452-5365，ﾄAX ’03｡5452･96S. 端:fJメール＝isato

＠fklab,ae4j,ll-l｡k!･o,ac,i恥

　一箱|は，ＷＥＢページURL=11即://www.rcs,.u-,･kyo.

ac.iP/I叩ics/mP;cs2003y 03UI.303ym即/を参j!1

先駱研､2003年2月１日と２日に[先端まちづくり学校　第4期]を開催

　眼京大学先屏FI孚技術研究センターは、｢左端まち

づくり学校　第JJ｣｣を2 1'lにわたって社会人liijけに開

催する。先端研の先端まちづくl)研究ラボが、東大駒

場キャンパスの先端科ﾀ討建丿研究センター４り館で開

催する｡

　２月111は基調講演(コミュニケイティブ・プランニ

ングの理論と実nバ仮)｣を、カリフォルニア大学バー

クレー校教授のジュディス・イ參ス氏が活すｴｴ講義は

中火大学理T[学部|乙木工学科助教授の谷下雅義氏が

｢まちづくりにおける利害調整(仮)｣を、服大大学院

｜

｜

ll学系研究柊都市工学啄攻助教授の小泉秀甑氏が「多　ｉ

植な知の編纂と意志決定の公1!｛椚り卸｝を解鋭する、

　2j=j2［|は基調講演「日本におけるコミュニケィティ　｜

プ・プランこングの活jlj g仮｝」を、T一葉大学園芸学部

教授の木ﾄﾞ知見が話す。

　参加料は1万|:I目税込みｈ問い合わせ先は、財団法

人lj1本地域開発センターr東京大学先端まちづくり学

校」事務ね5（担当＝ilj成氏）で、電話は03J501-6856、

FAX－03･3S01.6855、電子メールーmxhig’ica＆or､iP･

詳細は、wEBページＵＲしh叩弘n、ia＆o「､ＪPご

先端研ウォッチャーＮＬのニュ７ス配信版も発信

｜

｜

　東京大学先端科学鼓術研究センターは、本ニューズレ

ター「先端研ウォッチャー」の発行に伴って、そのニュ

ース配債版もメール配信し始めています。

　日本の晩学連携に携わる実務者向けに、科学技術戦略

や産業振興などの日本の動きを、適時お伝えする目的で

配憧しています｡ニューズレターとともに先端科学技術

研究センターで進む産学連携の活動を分かりやすくお伝

えすると同時に、日本で遥むさまざまな晩学連携の活動

先端研

恥E陥Ｆ

先端研watcher voφ

2002年1 2 jl20 EI発行C毎月201ﾖ発行?

I発行]東京大学先端科学技術研究センター

I企●･纏篤･制作田経epクリエーティブ

[印刷]大ａ本印萌

８．先庸研W｡lch｡，2002j2 20

などを幅広くお伝えいたします。

　配信を御希望の方は是非、h町がWww､『ca51.L14okyQ.

ac.jp/lndex･j.hlm1をクリックしてください。配但版をご

試続いただけます。

　ご吠授のうえ、配信を希望される方はそこでメールア

ドレスをご登録になりますと、定期的に配億させていた

だきます。購読料は無料です。

　発行責任者は、小林慢癌特任助教授です。

・こ。Ｔズレター「先鱗研Wlicher｣4、文部科学省の科学技術振興講整費に
基づく『戦略的研究拠点育成』プログラムによヅr編集･制作されています。

-･４ニューズレター｢先端研Watぬef｣のバックナンバー４、先端科拿技術研究

センターのWESページURL－hl!p刃ｗｗｗ．鴎asLu4ﾛりQ.ac･囮rldex･j.hlmiで
PDF形式でご覧になれます、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　㎜■㎜㎜㎜　㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●そ乍11は．擾重責摯を蜷141酔狸循祀－センターとlﾖ麗8Pクリヱーテ4ﾌﾟ,もし《ｌ害砺●に柵●ｉ

先魁和字技術研冤戦略　｜しまｔ椙●記廊●鮮可かCI●すiことを禁じ1・,wSeサ作へ許可なくア･,プすａａＺの胃｜

{発冊責任者轜小林値裁}!利同を,ＳＬ;１す，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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